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災害時の準備・支援のためにー住民組織の皆様へー
を配布される方へ
　　　　　　　　　　(専門職の方用　配布マニュアル)
災害時の支援のためにー住民組織の皆様へーとは
この冊子は、地震災害に備えて、住民組織の方と専門職の方が、防災に
ついて話し合いを行うきっかけづくりとなるよう、震災発生時に住民組織
の方が地区の健康をまもる活動を行ううえで活用できるチェックリストや
パンフレット等を集めたものです。
この資料は、過去に地震災害を受けた地域で活動された住民組織の方、支援に当たられた保健師の方に聞き取りを行い作成いたしました。
そのふりかえりの中で、
1 災害が発生する以前からの話し合いや活動が重要であること　
2 発生時に活動に必要な資料をいろいろなところから集めたり、作ったりすることの困難さ
が聞かれたことから、この冊子を作成しました。
作成した目的
1．この冊子を作成した第一の目的は、この冊子を活用し、平常時に地震災害時の動き方等について話し合うことで、住民組織の方々が防災に対する意識を高め、災害に対する心構えや備えをしていただくことです。
　　そのきっかけづくりのために、専門職の方と住民組織の方が地区の防災体制や組織の役割について考えるためのツールとして活用していただければと考え、作成しました。
2．第二の目的は、災害時に住民組織の方が活動できる状況であれば、この中に入っている資料等を用いることで、活動に役立てていいただくことです。
ただし、災害時には住民組織の方も被災者となられるため、活動が難しい場合も多いと思います。実際に活動を行うことは二次的な目的とお考えください。また活動できる状況であったとしても、ここに記載している役割すべてを実施していただきたいと考えているわけでは決してありません。地域の状況にあわせて、必要な資料をご活用ください。
　
ここでいう住民組織とは
あなたの地域には防災に関わる組織を始め、町内会や自治会、NPO組織などいろいろな種類の住民組織があると思います。またその組織が果たしている役割は地域によって様々です。特にここでは組織の種類は限定しておりません。どの組織で活用が可能であるかは、組織や地域の状況によって異なることでしょう。
本冊子は、あなたが、あなたの地域において、平常時や地震災害時に連携をとって活動できる（したい）と考える住民組織の方にご活用いただければと思います。
　
活用の範囲
　想定している災害：地震災害を想定しています。

　想定している時期：地震発生直後から1ｶ月程度を想定しています。
　活 用 さ れ る方：住民組織の方を想定しています。
ただし、支援ボランティアも一部は活用できるでしょう。
(「災害が起こったとき」用の部分、「健康にかかわるいろいろなチラシ等」の部分)
　　
活用していただく際の手順
活用の方法について、住民組織の方と話した上でお渡し下さい。
・
第一の目的から考え、この冊子の意味や、普段からの災害への備えの必要性について説明した上でお渡しいただきたいと思っています。
・
災害がおこる以前に配布し、「災害時の住民組織の役割と動き方」「日常の準備」の部分についての検討を住民組織の方と一緒に行ってみましょう。
　「災害時の地区組織の役割と働き方」の検討の際には、過去の災害の際に住民組織が行った活動をまとめたページ(P　　)を参考にしていただければと思います。
・「災害時の住民組織の役割と動き方」に対応した資料を示しています。その資料に
ついても、一緒にみて使い方等を相談してみましょう。
その他、お願いしたいこと
・
個人情報にかかわる部分（災害時に支援を要する方のリスト）については、その扱いや保管について、地区組織の方と確認して活用しましょう。
・
各地域ですでに作成・活用されている災害時の対応に関わる資料等を一緒に配布されるとより効果的でしょう。
· 資料の中には各地域の災害時の支援の窓口の連絡先を記載するところがたくさん入っています。
配布される際に記入ないし提示をお願いいたします。
· 資料の中には対象となる住民組織や、地域の状況にあわないところがあると思います。この冊子は、あなたの地域にあったよりよいものになるための「たたき案」として作成しています。
あわない部分や様式を改変したり、不要な資料を削除して、
あなたの地域や、対象の住民組織にあった冊子をつくっていただければ
と考えています。　
◎資料を活用される際には、コピーするか、下記のアドレスからダウンロードして印刷　してください。
　　資料編の中には、そのまま印刷して使えるためのpdfファイル形式のものと、簡単に改訂できるようにワード／エクセルのファイルのものを掲載しています。
　　
☆資料のダウンロード先　浜松医科大学ホームページ
　　http://kiki.umin.jp/
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